セカイシ ガ ミエル ウツクシイ マド by 千葉, 敏之 et al.
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b新刊トピックス
本書は副題にあるとおり、世界史を読むための史料とし
て画像を用いる方法を、理論と実践から論じたものである。この場合の「世界史」には 世界の諸地域に歴史上存在した社会
（歴史社会）
の歴史とともに、その土台のうえに展開
する現代世界の動向もまた含まれる。
一〇の章と一〇のコラム
（ 「イメージの芽」 ）
では、中世イ
ベリア半島の写本挿絵に始まり、近世ポルトガル 肖像画、古代インドネシアの寺院浮彫、近代スペインの墓地、古代ペルシアの王墓浮彫、近代ミャンマーの白象、現代中国政治家偶像、中世ヨーロッパの聖 現 ドイツの記念碑、近代アメリカの墓碑、現代イランの政治家肖像、現代ラオスの紙幣、近代中欧の革命ビラ、現代ソ連 政治ポスター、現代アメリカのイラスト画 モンゴルの地図、近世日本の城絵図、近代中国の旅行案内に至る多彩な素材が分析の対象となっている。これだけ 幅広い諸章を、オール東京外国語大学の執筆陣で書きあげた。言語研究や文 ???????????
―
??????
―
????????????????
千葉敏之
　
学研究でも可能はなずだが、歴史＝地域研究の分野が先陣を切った点は、編者の一人である私がひそかに誇りに思うところである。
東京外国語大学の歴史＝地域研究部門の教員は、かねて
より、協力して科学研究費補助金を申請・獲得し、海外のさまざまな地域で研究機関・研究者と ワークショップや現地視察を行 ってきた。目下進行中のプロジェ トは、世界各国における文化遺産概念の成立過程、文化遺産をめぐる国家間の交渉史を世界史的規模から比較研究するものである。
私はヨーロッパ中世を専門とするため、自分の研究上の
必要から非ヨーロッパ世界を訪問するチャンスは少ない。一昨年、編者の一人である八尾師誠教授のご尽力で実現したイラン視察では、第四章で取りあげられているペルセポリスを訪れる機会を得た。ペルシア語は一切解さないが、壁面と一体化した巨大な馬の彫像の威容、端正な側面観
彫られた諸民族朝貢図や牛の臀部に嚙みつく獅子の図といった浮彫は、中世ヨーロッパのロマネ ク彫刻と通底す造形的感性を感じさせた。私の中で、画像の造形美が時空を超えた二つの文明の接点をひらき、中世ヨーロッパは古代ペルシア文明という巨人と対峙した。私 界観が動揺した瞬間であった。
ペルセポリスへはシーラーズからバスで二時間弱の移動
であったが、その画像に出会うまでにかかる時間、車窓を過ぎていく景観 行き交い出会う人々など、目当て 画像にアプローチする過程で経験する光景はみ 、その画像を存立させている豊かな土壌 ある。他ではないその ︿場所﹀が帯びる土
ゲニウス・ロキ
地の精神のうえに人々の生活があり、人々の生
活のうえに画像はある。画像とは、まさに社 的存在 のである。
そのような画像
―
地域社会に根差した豊潤なる視覚文
化へ誘う窓
―
をとおして世界史を読
みる
むことで、文字史料
をもとに描かれてきたものとは違った新しい世界史が立ち現れる。それこそが、本書のねらいであ 。
ちば・としゆき
　
総合国際学研究院教授
　
ヨーロッパ中世史
吉田ゆり子　八尾師誠　
千葉敏之〔編〕
画像史料論
世界史の読み方
2014 年 4 月刊
A5 判　並製　326 頁　
定価　本体 2800 円＋税
ISBN 978-4-904575-32-1
C1020
パリのサン=ドニ修道院付属教会のステンドグラス（12 世
紀）。神の手、四福音書記者の象徴動物とともに、小羊・獅
子としてのキリストが祭壇を取り囲んでいる。2010 年、筆
者撮影。
65 64
b新刊トピックス
アジア
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チュット・カイ
　
かねてより私は、第二次世界大戦終結後、想像をはるか
に超えて短期間のうちに経済大国に変化したアジアの国、日本 敬意の念を抱いてきました。そのようなすばらしい国のみなさまに本書 お届けすることができ、こんなに嬉しいことはあり せん。私 作品は、 れま にも私と同じく難民として世界各国に散った同胞を含め、カンボジア人読者に向けてアメリカ、フランス、カンボジアで発表されましたが、外 語に翻訳されて紹介されるのは今回 初 ????????
―
????????????
めてです。
今年七四歳の私は、カンボジアとフランスで過ごした時
が半分ずつになろうとしています。三九歳のとき、難民としてフランスに渡ることになったのですが、母国のことを片時も忘れることは きず、時間をやりくりしては、カンボジアで起こったさまざまな出来事についてフランス語やカン 語で書いてき した 文化、文学、文字は偉大な力を持った剣として国や民族を守ることができると信じているからです。
私はカンボジアの社会を題材にして、少し教訓も織り交
ぜながら、揶揄し批判した短編を書くのが好 です。内戦があった一九七〇年から七五年の間には、人々の不安や恐怖をやわらげるために作品をたくさん ﹃ノコー・トム﹄
（偉大なる都の意）
という新聞に掲載していました。内戦
前のカンボジアは自然が豊かで、生活する にお金はほとんど必要ありませんでした。森林が国土の四分 三を占め、
海、河、湖、沼は魚で満ち溢れ、果物や野菜がふんだんとれる国であったことを思い出 てもら 、そして将来のために記憶して欲しかったのです。
本書は事実をもとに創作した三つの作品で構成されてい
ます。フランスの植民地時代から、二〇〇万人 のカンボジア人が亡くなったクメール・ルージュの時代
（一九七五
–
七九）
のカンボジアに読者のみなさまをお連れし、その当時
の社会や文化をお見せすることができるでしょう。
とくに「寺の子ども」をよりよく理解していただくには、
カンボジア人のほとんどが仏教を信仰 いるということを知っておいていただいた方 いいかもしれません。一九五三年にフランスから独立するまでは、お寺は社会の中心でした。そこは子どもたちが読み書きができるようになための寄宿学校であり、貧しい人、困って る人、遠隔から来た人のための宿泊施設で 。お寺はカンボジア社会において影響力を持っていまし 。僧侶はみんなに っての先生であり、父親も子どもも同じ先生に育てられました。子どもが悪いことをすれば、父親が僧侶に叱られたり叩かれたりしました。僧侶は子どもたちが将来すばらしい人になるよう躾ける厳格な教師だったのです。
読者のみなさまが、本書を手にとって、ときに笑い、そ
れと同時にかつて内戦が起こった一九七〇 から現在にい
たるまで、いまなおさまざまな苦しみを受けているカンボジアの人々のことを心に留めてくだされば幸い す。
二〇一四年一月二七日
　
フランスにて訳＝岡田知子
著者
 チュット・カイ
（
Chuth K
hay ）
一九四〇年、カンボジアのコンポン・チャム州に生まれる。首都プノンペンの名門シソワット高校卒業後、 法科大学 進学。高校のフランス語教師として各地で勤務。一九七三
–
七四年、法科
経済大学の学長を務める。反王制、共和制支持の日刊紙﹃ノコー・トム﹄紙への主力執筆者としても活動 サルトル﹃壁﹄ 、モリス・ウェスト﹃ヴェトナムの大使﹄などの翻訳も手がけた。ポル・ポト政権下を生き抜き、一九八〇年に難民としてフランスに渡る。その後も現在に至るまで、フラ ス語 カンボジア語での執筆活動を続けている。主な著作に
Com
m
ent J’ai M
enti Aux 
Khm
ers Rouges （
Editions L’ H
arm
attan, 2004 ）
など。
訳者
 岡田知子
（おかだ
　
ともこ）
一九六六年、 神戸市生まれ。東京外国語大学総合国際学研究院准教授。カンボジア文化、文学専攻。著書に﹃カ ボジアを知るための
62章﹄
（共編著、明石書店）
、訳書に﹃カンボジア
　
花のゆく
え﹄
（段々社）
、 ﹃現代カンボジア短編集﹄ ﹃地獄の１３６６日
―
ポル・ポト政権下での真実﹄
（ともに財団法人大同生命国際文化基金）
など。＊岡田知子先生の翻訳によるチュット・カイ作品集は、二〇一　
四年四月刊行予定。
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茂出木理子
向こう見ずうさぎが、柵を飛び越えるはなし
もう一〇年以上も前のことなのに、鮮明に覚えている一文が
あります。それは、出張中の機内で読んだ雑誌に書かれていました。要約 ると次のようなことが書かれていたのです。
栅の中にたくさんのうさぎが飼われていた。うさぎたちは栅の中で仲よく平和に暮らしていて、何の不満もなかっ 。が、ある日、一羽のう ぎが栅を飛び越えた。そうしたら、次々にうさぎたちが栅を飛び越え始めた。
この種の寓話は、新人研修では一度は聞かされる話なので、
内容そのものが新鮮だったわけではありません。印象に残ったのは「要するに最初のうさぎが〝向こう見ずなうさぎ〟だったという なしです。 」 とまとめられていたことにあります。それ以来「向こう見ずうさぎのどこが悪い！」と 憤慨は、常に私の中にあるのですが、今回書きたいことは、 「勇気を持って向こう見ずうさぎになろう！」ということでもないの す。
ふと疑問に思ったのです。栅の外に飛び出したと言うけれど、
それは本当に「外側」なのか？
　
栅の中の方が実は「外側」だ
ったので ないか？
　
ということを……。
黄色い線の内側のは し
ある日のことです。西部多摩川線の武蔵境駅で電車に乗り込
み発車を待ってい 私は、 「降りられましたら黄色い線の内側をお歩きください」の車内放送を聞 て、あ っ
!?　
と思いまし
た。毎日、聞いて た にそ 日に限っ 違和感を覚えたのは、「外側と内側」のことが頭の片隅にあったからでしょう。
当たり前のことですが、放送で言う「黄色い線の内側」とは
ホームの中央側のことを指しています。しかし、車内にいる私から見ると「黄色い線の内側」とは、電車と黄色い線との間、つまり、ホームの縁の部分を指すようにしか思えないのです。
西武鉄道の揚げ足を取りたいわけではありません。普通に理
解すれば「黄色い線の内側」とはホームの中央側のことを指すのです。それが「常識」 いうものです。しか 、 「常識」だと思っていること、 だと教わってきたことだけが全てでょうか？
　
ふと疑問に思ったのです。 「内側」 とは本当はどこな
のか？
　
ということを……。
　
パラドックスのはなし
パラドックスとは、一見正しいけど間違っている、あるいは、
◉? ?? ? ?一見矛盾しているようだけど実は正しい、とい 事柄を意味します。 「アキレスと亀のパラドックス」 、 「テセウス 船のパラドックス」などが有名です。
外側と内側という概念もどこかパラドックス的で、 「こ は外
側なのか、内側なのか」ということを突き詰めて考えていると、グルグルしてしまいそうですね。もっ も、グルグル ることは大変良いことで、答えが決まっ ないことを考えることこそ大学での学問の基本中の基本 。また、大学ではことと同じように、外 世界を知ることの重要性を多くの先生から教わることでしょう。
社会人となっても、内側の世界に閉じこもらず、外の世界の
刺激を受け、自分自身を成長させ続けることは求められます。私自身の経験から言うと、新しい職場や仕事から受ける刺激は、単純に新しいものが「積み重なる」という感覚 はありません「新しい自分に書き換わる」 という感触に近いです。言い換えると、外側と内側が混沌とし、矛盾 ジレンマ 中でもがき、そして、秩序化されていくこ の連続です。理性と図書館のはなし「理性は聴き取ることである」 。これは、私が尊敬する先生から教えていただいた言葉です。私は、これまでいくつかの図書館で勤務し、多くの先生方から刺激をいただきました。共通して言えることは どの分野でも絶えず勉強し、知識を深め
ている方ほど謙虚であるということです。知れば知るほど、謙虚にならざるを得ないと言ったほ が正しいのかもしれません。
謙虚さを持ち続けないと外からの声を聴き取ることはできま
せん。謙 さとは、新しいこと、自分の経験以外のこと、すなわち外側の世界に対する柔軟性、あるいは「知的な なや さ」とも言い換えられるかもしれません。
古今東西の知を蓄積している図書館は、外の世界への出口で
あり、同時に内なる世界への入口だと、私は考えて ます。学生のみなさんには、外の と内 る世界 行き来し 、謙虚に多く ことを学び続けていただきたいと思います最後に万能細胞のはなし
話題の「万能細胞」 。様々な報道や情報に触れ、研究の正義と
は何かを考えさせられました。それ それとしても、最 初期な状態に戻り、何にでもなれる細胞というのは、 「人生、あのきに戻ってやり直せたら」という感傷 も引き起こし、大変うらやましいとも思いまし 。みなさんを 一緒にする は失礼なことですが、これから何 のだから、や りとてもうらやましいです。
さて、向こう見ずうさぎは図書館を飛び出せるでしょうか？
もでき・りこ
　
学術情報課長
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小栗啓太
 新入生の皆さんは図書館というと、どういった場所を想像す
るでしょうか。やはり第一に、読みたい本を借りられる場所、と思われる方が多いのではないかと思います。もちろんこれは図書館の大切な役割であることは今後しばらく変わりないでしょう。
しかし、近年では、調べも の助けになるオンラインデータ
ベース、あるいは電子書籍
（
e-book ）や電子ジャーナルといった電
子資料の提供が図書館の担うべき大きなサービスになってす。
オンラインでの調べものというと、グーグルなどのサーチエ
ンジンが思い浮かぶ方も多いでしょうし、サーチエンジンを全く利用したことがないという方も昨今少なくなってきたと思います。検索なんてわざわざ図書館で聞かなくてもわかるよ、思われる方もいらっしゃるかもしれません。実際、グーグルは誰でも簡単に
（しかも無料で）
情報にアクセスできます。
ただ、グーグルはあらゆる分野の情報を網羅的に検索するも
のですから、検索結果として出た情報のうち、どれが現在の自
分に必要な情報かを絞るのは大変です。そのため、本学附属図書館では個人の調べたいことに沿った各専門分野のデータベースの提供・利用案内を行っているわけです。
また、
e-book につきましても、主に学生向けの参考図書を提
供しています。
今回は、附属図書館で提供しているものから、おすすめのサ
ービスを紹介していきたいと思います。◉
Library P
R
ESSD
ISP
LA
Y
（ライブラリー・プレスディスプレイ）
附属図書館で提供しているデータベースは数多くありますが、
今回はライブラリー・プレスディ プレイを紹介します。世界九二个国
（欧米、中南米、アジア諸国、中近東）
で刊行されている四八言
語主要新聞一七〇〇紙を、オンタイムでオリジナル紙面の閲覧できます。また、過去三个月まででしたら、バックナンバーも閲覧可能です。
一年生のうちは語学授業で忙
しいと思いますが、シラバスなどを見る テキストとして各言語の新聞を利用する授業もあるようですから、ぜひご活用下さい。また、記事の閲覧だけでなく、読み上げ機能も付 ており
館内新聞コーナーでもプレスディスプレイ
を紹介しています
ますので、こちらも学習の一助になるかと思います。
なにより、東京外国語大学に入学された方でした 、各国の
事情にも大いに関心があるかと思いますので、授業のことを抜きにして、各国語の紙面を眺めるだけでも面白く感じていただけるのでは、と期待しています。◉
G
ale V
irtual R
eference Library
次に
 e-book についてお話しします。
先ほども申し上げました通り、附属図書館では辞書や事典類
など学生向けの参考図書を
 e-book としてオンライン上で提供
していますが、その中でも
G
ale Virtual Reference Library （
G
V
RL ）
は六四六タイトル
（二〇一四年二月
時点）
と数が多く、人文社会科学
分野の著名な事典類の閲覧が可能です。
資料として提供しているのは
英語資料がほとんどですが、利用案内や検索ガイダンス 日本語でも表示できます。
また、和書の
 e-book として
は
M
aruzen eBook Library や
N
et 
Library
をご利用ください。
e-book の魅力は、本の重さや
厚さに悩まされないこと、また場所を選ばずオンラインでできることですから、こういった参考図書の利用には紙の資料以外に
 e-book
の利用もお勧めします。
その他にも様々なデータベースや
 e-book 、電子ジャーナルが
ございますので、ぜひ図書館ホームページの「オンラインジャーナル・ＤＢ」 ページをご覧下さい。
U
RL : http://w
w
w.tufs.ac.jp/library/guide/list/online.htm
l
◉自宅のパソコンでも利用できます
これまでに紹介してきました電子資料は、原則学内での利用
ですが、ＶＰＮ
（
Virtual Private N
etw
ork ）
サービスを利用しましたら、
ご自宅のパソコンでも学内と同様に利用することができます。詳細は附属図書館ホームページを 覧 ただくか 図書館職員にお問い合わせ下さい。
U
RL : http://w
w
w.tufs.ac.jp/library/guide/list/online_vpn.htm
l
最後になりますが、今後も附属図書館で提供する電子情報に
ついて、より種類も豊富にご用意できるよう取り組んでいきいと思 ます。
GVRL の外大特設トップ画面
おぐり・けいた
　
学術情報課サービス係
71
「ＴＵＦＳ–ビブリオ」で読む・学ぶ
加藤さつき
附属図書館発「学生のための基本文献ガイド」
本誌『ピエリア』の様々な記事で図書が案内され、皆
さん、どれから読もうか悩んでいるのではないかと思いますが、加えて、附属図書館からも文献ガイドをご案内します。
本学は「高度な言語運用能力と、世界諸地域の文化と
社会についての深い知識を身につけた人材を社会に送り出す」というグランドデザインを掲げています。附属図書館では、学生の皆 が読書に親しみ、また本学が標榜する「世界教養」を身につける一助となるよう、先生方の協力を得て 各分野の基本文献を紹介する ＴＵＦＳ
–
ビブリオ
（学生のための基本文献ガイド）
」を公開していま
す。★図書館ホームページのトップページまたは左記からアクセスU
R
L: http://w
w
w
.tufs.ac.jp/library/guide/biblio/tufsbiblio.htm
l
その①「地域言語の辞書案内」
言語文化・国際社会のいずれの学部でも、入学直後か
ら使い込むのは語学辞書でしょう。 地域言語の辞書案内」では、地域言語ごとにおすすめの辞書を案内しています。しっかりチェックして授業に備えてください。また、専門外 も気になる言語があれば、初学の手引きして活用してください。
その②「地域研究の基本文献」
入門書や事典類、歴史、社会、文学など、世界諸地域
の文化や社会を学ぶために読むべき本を、地域ごとに厳選して紹介しています。授業の課題やレポートに取り組む際の参考図書としても活用できるでしょう。このガイドを道しるべに、それぞれの地域 知識を得、理解を深めてください。その③「文庫・新書のおすすめ本」
大学での学びを深めるためにはどうしたらよいのか？
このガイドでは、敢えて言語や地域に限定せず、広く教養を得るために有用な文庫・新書を、 「総記、哲学、宗教、歴史、社会科学、自然・生命、医療、技術 社会、文化、言語、文学」の各分野にわたって紹介しています。学問の森を逍遥してみませんか？気になる図書は図書館で借りよう！
 
「ＴＵＦＳ
–
ビブリオ」の紹介図書のうち、附属図書館
に所蔵があるものは、文献ガイドのリンクから所蔵情報を確認できます。リンクがない図書でも、他の図書館から無料で借りられ 場合があります で、附属図書館カウンターにご相談ください。
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　2013 年 4 月 1 日から 2014 年 1 月 31 日までの附属図書館貸出ランキングです。例年の
ことですが、日本語で書かれた図書・日本語以外の言語で書かれた図書ともに、言語学関
係が上位を占めます。本学の学生が言語の習得に日々いそしんでいることがわかります。
『神道入門』は歴代でも珍しい分野ですが、伊勢神宮の式年遷宮の影響かもしれません。
2013 年貸出ランキング
Rank Title/Author 附属図書館請求記号
1 日本人のための広東語／頼玉華 著 B/a8/634067/1
2 初級ロシア語文法／黒田龍之助 著 S/a7/686406
3 グレート・ギャツビー／スコット・フィッツジェラルド著、村上春樹 訳 A/9K-8/F553A-4/2
4 ケータイ「万能」フランス語文法　実践講義ノート／久松健一 著 N/a5/674588
5 フランス語／東郷雄二 著 N/a7/623744
6 グレート・ギャッツビー／フィッツジェラルド 著、小川高義 訳 文庫 /23-1/ ﾌ 6-2
6 神道入門—日本人にとって神とは何か／井上順孝 著 A/170/608115
6 ソシュールと言語学—コトバはなぜ通じるのか／町田健 著 A/810/578635
6 方言の文法／佐々木冠ほか 著 A/a8/615868/2
10 はじめての言語学／黒田龍之助 著 A/810/549045
Rank Title/Author 附属図書館請求記号
1 Colloquial Slovak: The Complete Course for Beginners / James Naughton
★スロヴァキア語口語教本｜英語・スロヴァキア語
S64/a7/521385
1
A Complete Course on How not to Forget the Meaning and Writing of Japanese 
Characters / James W. Heisig　★漢字学習書｜英語・日本語 A/a1/142/1
3 Ukrainian / Olena Bekh and James Dingley
★ウクライナ語学習書｜英語・ウクライナ語
S51/a7/573402
4 Exploring Translation Theories / Anthony Pym
★邦題 『翻訳理論の探求』｜英語
K/817/672793
4 Different Histories / Jonathan Mack ... [et al.]
★邦題『もう 1 つの現代アメリカ史 12 章』｜英語学習書｜英語・日本語
K/a7/634172
■日本語で書かれた図書　ベスト10
■日本語以外の言語で書かれた図書　ベスト5
かとう・さつき
　
学術情報課課長補佐
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〈ハッチポッチ〉仕入担当者からのオススメ本
ご入学おめでとうございます。これから皆さんはたくさんの新しい出会いを経験されてゆくことと思います。そ
れはまた、様々な価値観との出会いでもあります。その中で自分が “ 迷わないように ” 一つの羅針盤となるよう
な本をご紹介します。
①『失われた時を求めて』マルセル・プルースト著　集英社文庫・光文社古典新訳文庫ほか
主人公「私」の意識の流れを描写してゆく超大作。作品の中で、何気なく過ぎてゆく物事や感情の一つ一つが読
み解かれていくうちに、人の言動には自分が思いもよらなかった意味があることを教えてくれる本です。
②『アウシュヴィッツは終わらない』プリーモ・レーヴィ著　朝日新聞出版
ナチスの絶滅収容所アウシュヴィッツでの生活を記録した作品。専門書ランキング第３位の『夜と霧』と並ぶ古
典的名作です。そこでの生活は収容者から人間としての尊厳を根こそぎ奪い取り、その精神を破壊していきます。
ユダヤ系イタリア人である著者はその有様を淡々とした文章で描いています。解放後、故郷へ生還し、人間とし
ての尊厳を回復してゆくまでを描いた『休戦』（岩波文庫）も併せておすすめします。
東京外国語大学生活協同組合　購買書籍部ハッチポッチ
TEL 042-354-3062　 http://www.univcoop.jp/tufs
読書マラソンのお誘い
「読書マラソン」とは、本を継続的に読み、在学中の 4 年間で 100 冊以上を目指そう、
という全国の大学生協で取り組んでいる読書推進企画です。東京外国語大学生協で
は 2005 年からこの取り組みを開始しています。
ただ読むだけでなく、感想文（コメントカード）を書くことによって理解を深める
ことができます。またそのカードを店舗に展示することで、その本を他の人にも紹
介でき、知識の共有と、コミュニケーションを広めることにもつながります。
東京外国語大学　読書マラソンコメント大賞
生協では、朝日新聞協力のもと、全国コメント大賞を年に一回実施していま
す。これは全国の生協から応募されたコメントの中から、優れたコメントカ
ードの No.1 を決めるものです。この企画に連動して 2009 年度より〈東京外
国語大学独自コメント大賞〉を毎年開催し、さらに 2011 年度より、大学と生
協との共同企画として、再スタートを切っています。
毎年多くのコメントを頂戴し、その中から「学長賞」「図書館長賞」といった
優秀コメントを、学長先生との懇談をまじえて表彰をしています。
①―常識を疑い、世界と自分自身を新
鮮な目で見つめてみよう。2 年連続で第
１位！
①―王道の公式問題集。入門編にいか
がですか。
②―2013 年大学生協で売れ行きの良
かった模試。
③―高得点を狙うなら！
2013 年度受賞式の様子
2013 年度の売れ筋「洋書」
① What I Wish I Knew When I Was 20 Tina Seelig HarperOne
② Extremely Loud and Incredibly Close Jonathan S. Foer Penguin
③ Justice: What’s the Right Thing to Do? Michael Sandel Penguin
③ The Devil Wears Prada Lauren Weisberger HarperCollins
2013 年度の売れ筋「TOEIC 対策本」
① TOEICテスト新公式問題集Vol.５ 国際ビジネスコミュニケーション協会
② TOEICテスト究極の模試600問 アルク
③ 3週間で攻略TOEICテスト900点！ アルク
〈ハッチポッチ〉ってどんなお店？
東外大生はどんな本を読んでいるの？
新入生のみなさま、ご入学おめでとうございます。
東京外国語大学生協・購買書籍部〈ハッチポッチ〉は他の大学生協と較べると
店舗面積も狭く、不満に思う方もいらっしゃるかもしれません。しかし、出
版社ごとの値引拡大セールやテーマ別フェア、就職書・語学書・旅行書・ク
リスマスフェアなど、季節ごとにも様々なフェアを企画し、少しでも店舗面
積の狭さをカバーするようにしています。さまざまな場面で、みなさまへ企
画・提案をしている〈ハッチポッチ〉へ、ぜひご来店ください。
東京外国語大学生活協同組合・購買書籍部　店長・渡辺 克
■東京外国語大学生活協同組合 購買書籍部〈ハッチポッチ〉■
〈ハッチポッチ〉とは「ごった煮」
といった意味で、いろいろなサー
ビスを提供しているということで、
店舗名としてついたようです。大
学の中にあるお店として、さまざ
まな商品を取り扱っています。教
習所や海外語学研修の受付もして
います。
〈ハッチポッチ〉の書籍の年間売上 BEST を各ジャンルごとにご紹介いたします（2013 年 4 月～ 2014 年 2 月）。
②―アイデアを軽やかに離陸させ思考
をのびのびと飛行させる方法を、広い視
野とシャープな論理で知られる著者が明
確に提示する恰好の入門書。
③―インドネシアで 500 万人以上の
人々を熱狂の渦に巻き込んだ小説。本学
卒業生の加藤ひろあきさんが翻訳。
①―現代最高の知性６人が最も知りた
いテーマについて語る興奮の書！
①―どんな権威やロジックも吹き飛ば
して正解を導きだす統計学の影響は現代
社会で強まる一方である。本書では最新
の事例と研究結果をもとに、今までにな
い切り口から統計学の世界を案内する。
文庫・文芸書新刊コーナー 専門書コーナー
ハッチポッチへ！いらっしゃいませ
2013 年度の売れ筋「専門書」
① 統計学が最強の学問である 西内啓 ダイヤモンド社
② 外交　Vol. 19 「外交」編集委員会 時事通信社
③ 夜と霧　新版 ヴィクトール・フランクル みすず書房
2013 年度の売れ筋「新書」
① 知の逆転 ジャレド・ダイアモンド他 ＮＨＫ出版新書
② 国際貢献のウソ 伊勢﨑賢治 ちくまプリマー新書
③ 日本語という外国語 荒川洋平 講談社現代新書
2013 年度の売れ筋「文庫」
① 永遠の０ 百田尚樹 講談社文庫
② 思考の整理学 外山滋比古 ちくま文庫
③ 銃・病原菌・鉄（上・下巻） ジャレド・ダイアモンド 草思社文庫
④ オレたちバブル入行組 池井戸潤 文春文庫
⑤ 星の王子さま サン・テグジュペリ 新潮文庫
2013 年度の売れ筋「文芸書」
① 色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年 村上春樹 文藝春秋
② わが盲想 モハメド・アブディン ポプラ社
③ 虹の少年たち アンドレア・ヒラタ サンマーク出版
④ グレ－ト・ギャツビ－ フィッツジェラルド 中央公論新社
⑤ 怪奇三昧 南條竹則 小学館
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この一年間
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に出版された外語大の先生の著書・訳書のなかから主なものを紹介します。
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※書名／著編者名（訳者名）／出版社名／刊行年月／本体価格
 
 
　　　
（編集部）
◆青山弘之先生『和解過程下の国家と政治
　
アフリカ・中東の
事例から』
佐藤章編
　
青山弘之ほか著
　
アジア経済研
究所
　
二〇一三年一二月
　
三七〇〇円
綿密な事例研究を基に、紛争研究の新たな視点を示す。
◆荒川洋平先生『デジタル・メタファー
　
ことばはコンピュー
ターとどのように向きあってきたか』
荒川洋平
著
　
東京外国語大学出版会
　
二〇一三年一一月
　
二〇〇
〇円
比喩表現を通して「コンピューター」を理解しようとした言葉の変遷を探るユニーク 日本語論。
◆井尻秀憲先生『激流に立つ台湾政治外交史
　
李登輝、陳水
扁、馬英九の二五年』
井尻秀憲著
　
ミネルヴァ書
房
　
二〇一三年九月
　
三五〇〇円
民主化後の台湾政治はいかに展開したのか。待望の台湾政治外交史。
◆イハーブ・アハマド・エベード先生『大学のアラビア語
 表現実践』
青山弘之
 、 イハー
ブ・アハマド・エベード著
　
東京外国語大学出版会
　
二
〇一三年一〇月
　
三二〇〇円
アラビア語の基礎を学んだ学習者が、生きたアラビア語の表現力と読解力を身につけ、アラブ世界の理解を深めるためのテキスト。
◆今福龍太先生『山口昌男コレクション』
山口昌男著
　
今福龍太
編
　
ちくま学芸文庫
　
二〇一三年六月
　
一九〇〇円
二〇世紀後半の思想界を代表する著者の一九六〇～八〇年代の代表的論考を精選。そ 他、二〇一四年一月に同著者の
『本の神話学』 『歴
史・祝祭・神話』
（ともに岩波現代文庫）
を、二
〇一三年六月に多木浩二
『映像の歴史哲学』
（みすず書房）
を編集。
◆岩崎稔先生『安丸良夫集
　
全六巻』
安丸良夫著
　
島薗進、成田
龍一、岩崎稔、若尾政希編
　
岩波書店
　
二〇一三年一～
六月
　
各四四〇〇円日本の近代化という問題を中心に、思想史・歴史学の領野を拓いてきた著者の代表的論考を収録。
◆宇戸清治先生『一冊目のタイ語』
宇戸清治著
　
東洋書店
　
二〇一三
年一〇月
　
二二〇〇円
タイ語の読み書きができるようになるための知識を凝縮した一冊。
◆岡田昭人先生『教育の機会均等』
岡田昭人著
　
学文社
　
二〇一三
年四月
　
二二〇〇円
「教育の機会均等」という大きなテーマについて基礎的な知識や理論を ることによって多角的な視点を獲得する。
◆岡野賢二先生『聞いて丸暗記！
　
ミャンマー語入門』
大澤幸
子著
　
岡野賢二監修
　
有楽出版社
　
二〇一三年五月
　
二〇〇〇円
ネイティブの発音を聞いて身につける実践的
外語大の先生の新刊棚
な一冊。
◆加藤雄二先生『アメリカン・ルネサンス
　
批評の新生』
西谷
拓哉、成田雅彦編
　
開文社出版
　
二〇一三年一〇月
　
四
八〇〇円
古典作家から現代作家まで、次世代につながる批評を切り開く意欲的論集。
◆河合香吏先生『制度
　
人類社会の進化』
河合香吏編
　
京都大学学
術出版会
　
二〇一三年四月
　
四二〇〇円
制度の起原に迫り、ヒトの社会関係における本質を捉えようとする一冊。
◆河路由佳先生『日本語・日本語教育の研究
　
その今、その歴
史』
加藤好崇、新内康子、平高史也、関正昭編著
　
ス
リーエーネットワーク
　
二〇一三年五月
　
二八〇〇円
日本語教育の現在と過去に関わる論文二二篇を収録。
◆金富子先生『 「慰安婦」バッシングを越えて
　「河野談話」
と日本の責任』
「戦争と女性への暴力」リサーチ・ア
クションセンター編
　
大月書店
　
二〇一三年六月
　
二二
〇〇円
慰安婦問題をめぐる状況を整理し、問題の解決に向けてすべきことを考える。
◆金富子先生・吉田ゆり子先生『シリーズ遊廓社会２
　
近世から近代へ』
佐賀
朝、吉田伸之編
　
吉川弘文館
　
二〇一四年一月
　
一〇〇
〇〇円
幕末から明治初期にかけての遊郭について考察する。また、日本の公娼制度の歴史的な特質を、国際的な視点から検討。
◆黒木英充先生『シリア・レバノンを知るための
64章』
黒木英
充編著
　
明石書店
　
二〇一三年八月
　
二〇〇〇円
混迷するシリア情勢の今だけでなく、人々の暮らしや政治を読み解き伝える一冊。
◆黒澤直俊先生『通訳ガイドポルトガル語過去問解説』
黒澤直
俊、牧野真也監修
　
法学書院、二〇一三年五月
　
三〇〇
〇円
平成二四年度通訳案内士の資格試験問題を収録。
◆小松久男先生『ジャポンヤ
　
イブラヒムの明治日本探訪記』
アブデュルレシト・イブラヒム著
　
小松香織、小松久男
訳
　
岩波書店
　
二〇一三年七月
　
九四〇〇円
明治期に来日したムスリムによるユニークな見聞記の訳本。
◆斎藤弘子先生『改訂新版
　
初級英語音声学』
竹林滋、清水あつ
子、斎藤弘子著
　
大修館書店
　
二〇一三年九月
　
二四〇
〇円
英語教師を目指す学生必修の英語音声学テキスト。定番のロングセラーを改訂。
 
◆篠田英朗先生『平和構築入門
　
その思想と方法を問いなお
す』
篠田英朗著
　
ちくま新書
　
二〇一三年一〇月
　
八四
〇円
平和はいかにしてつくられるのか。その実際的手法と背景にある思想を解説。
 
◆武田千香先生『ドン・カズムッホ』
マシャード・ジ・アシス著
　
武田千香訳
　
光文社古典新訳文庫
　
二〇一四年二月
　
一四〇〇円
ブラジル文学の頂点とされる愛 友情、波瀾
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万丈の物語、待望の翻訳。
◆田島陽一先生『現代アメリカ経済分析
　
理念・歴史・政策』
中本悟、宮﨑礼二編
　
日本評論社
　
二〇一三年九月
　
二
六〇〇円
アメリカはどのように国を運営していくのかを経済的側面から分析。
◆立石博高先生『カタルーニャを知るための
50章』
立石博高、奥
野良知編著
　
明石書店
　
二〇一三年一一月
　
二〇〇〇円
カタルーニャ地方を歴史、文化、社会事情など様々な角度から探る。
◆趙義成先生『中・上級者のためのハング 長文読解講座』波田野節子著
　
趙義成監修
　
ＮＨＫ出版
　
二〇一三年
一〇月
　
一六〇〇円
長文読解に重点を置きつつ、文法問題も充実させた中級レベルの問題集。
◆鶴田知佳子先生『英米リーダーの英語』
鶴田知佳子、柴田真一著
　
コスモピア
　
二〇一四年二月
　
二〇〇〇円
英米のスピーチを対比させながら、話し方の
テクニックやノウハウを学び取る。
◆投野由紀夫先生『口を鍛えるフレーズ連結英作文トレーニング』
投野由起夫著
　
国際語学社
　
二〇一三年一一月
　
一
六〇〇円
単語ではなく、句をつなげる感覚をつかむことで発話する力をつける一歩進んだドリル。また、 著書として二〇一三年六月に
『ＣＡＮ
–
ＤＯリスト作成・活用
　
英語到達度指標ＣＥ
ＦＲ
–
Ｊガイドブック』
（大修館書店）
を、編
者として二〇一三年九月に
『英語学習者コー
パス活用ハンドブック』
（大修館書店）
、二〇一
三年四月には
『ＮＨＫ基礎英語これだけ英単
語三〇〇』
（ディスカヴァー・トゥエンティワン）
を監修され、二〇一三年五月には前川喜久雄編
『コーパス入門』
（朝倉書店）
に論文収録。
◆中野敏男先生『マックス・ウェーバーと現代
　
増補版』
中野
敏男著
　
青弓社
　
二〇一三年四月
　
五〇〇〇円
行為の意味を問い続けたウェーバー理解社会学の方法原理を基に、時代の意味への問いを考え直す。
◆西井凉子先生『情動のエスノグラフィ
　
南タイの村で感じ
る・つながる・生きる』
西井凉子著
　
京都大学学
術出版会
　
二〇一三年四月
　
三〇〇〇円
フィールドでの経験を基に、 著者が「情動」の流れの一部となって生まれた新しい民族誌。
◆西谷修先生『３・
11以後この絶望の国で
　
死者の語りの地
平から』
山形孝夫、西谷修著
　
ぷねうま舎
　
二〇一四
年二月
　
二五〇〇円
社会は死とどのように向き合ってきたのか、死者たちの声に重ねてグローバリゼーション・戦争・貧困の出自を問う。また、二〇一三年一一月にエティエンヌ・ド・ラ・ボエシ著『自発的隷従論』
（ちくま学芸文庫）
を監修、二
〇一四年一月にデュピュイ著
『聖なるものの
刻印』
（以文社）
を共訳。
◆丹羽京子先生『もうひとつの夢
　
ベンガル詩選集』
ジボナノン
ド・ダーシュほか著
　
丹羽京子編訳
　
大同生命国際文化
基金
　
二〇一三年九月
　
非売品
現代ベンガル詩を代表する詩人七名の作品を収録。
◆沼野恭子先生『私のいた場所』
リュドミラ・ペトルシェフスカヤ著
　
沼野恭子編訳
　
河出書房新社
　
二〇一三年八月
　
二一
〇〇円
現代ロシアを代表する女性作家による本邦初の幻想短篇集。
◆野平宗弘先生『禅仏教の哲学に向けて』
井筒俊彦著
　
野平宗弘
訳
　
ぷねうま舎
　
二〇一四年一月
　
三六〇〇円
東西宗教哲学の交差点を捉えようとする井筒宗教思想。英文遺著を本邦初訳。
◆林佳世子先生『口で鳥をつかまえる男
　
アズィズ・ネスィン
短篇集』
アズィズ・ネスィン著
　
護雅夫訳
　
藤原書店
　
二〇一三年五月
　
二六〇〇円
トルコ最高の諷刺作家による珠玉の短篇を初邦訳。
◆早津恵美子先生『形式語研究論集』
藤田保幸編
　
和泉書院
　
二〇一
三年一〇月
　
一二〇〇〇円
「形式語」 に関する最新の研究成果を集成。今後の研究の基本文献となる一冊。
◆深澤秀夫先生『マダガスカルを知るための
62章』
飯田卓、深澤
秀夫、森山工編著
　
明石書店
　
二〇一三年五月
　
二〇〇
〇円
特徴的な自然だけでなく、歴史・文化など多様な角度からマダガスカルを紹介する入門書。
◆星泉先生『チベット文学の現在
　
ティメー・クンデンを
探して』
ペマ・ツェテン著
　
チベット文学研究会編
　
星泉、大川謙作訳
　
勉誠出版
　
二〇一三年一二月
　
三〇
〇〇円
チベット現代文学を代表する作家の作品集。若者たちの「いま」 描く全一一篇。
◆松隈潤先生『人間の安全保障
　
新たな展開を目指して』
武
内和彦、松隈潤編
　
国際書院
　
二〇一三年一一月
　
二〇
〇〇円
人間の安全保障概念の国際法に与える影響を基に、人間そのものに焦点を当てた人材育成の必要性を論じる。
◆三宅登之先生『中国語の基礎
　
発音と文法』
三宅登之、李軼倫
著
　
ＮＨＫ出版
　
二〇一三年一二月
　
二三〇〇円
この一冊で発音と文法の 礎を完全習得。長く役立つ必携の一冊。
◆渡邊啓貴先生『フランスの「文化外交」戦略に学ぶ』
渡邊啓
貴著
　
大修館書店
　
二〇一三年五月
　
一七〇〇円
「文化外交」先進国フランスを紹介しながら、これからの日本の外交のあり方を提言。また、著書に二〇一三年七月の
『シャルル・ド・ゴ
ール
　
民主主義の中のリーダーシップへの苦
闘』
（慶應義塾大学出版会）
。
◆和田忠彦先生『いつも手遅れ』
アントニオ・タブッキ著
　
和田忠彦
訳
　
河出書房新社
　
二〇一三年九月
　
二四〇〇円
現代イタリア文学の巨匠が一八通の手紙 形で精緻に綴った短篇集。また、訳 タブッキ著
『夢のなかの夢』
（岩波文庫）
。
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今日の日本の大学をとりまく議論には、耳の痛い指摘も
たくさん含まれてはいるが、反面、どうせ大学はこんなところだろうという思い込みに基づく筋違いの非難も多い。「国立大学は国民の税金から運営費交付金を受け取っているのだから、もっと社会に還元してくれなくては困る」という企業経営者によくある議論にも、複雑な気持ちがす 。
なるほど 「あなたのその知はほんとうに有用であるのか」
という詰問に、大学に関わるひとびとは晒されてしかるべきだろうし、そうした緊張感を忘れてしまってはなら い。しかし、だからと言って大学がビジネス組織に変わり、ビジネスチャンスのシーズとして切り売りされることが、あたかも「有用性」の内容であるかのように単純化さ しまうとなると、話は違ってく 。 「国民の税金であるからこそ」という議論に乗ってみるなら、だからこそ、この市民社会の文化的な基礎体力と底力を支え ため、大学は自分たちの固有の役割を果たさなくてはならない。開かれるとしたら、特定の企業にだけでは 、社会のも と多様な
次元にむかって開かれるべきであり、この社会の未来の世代に対してこそ繫がっていくのでなくてはならない。
人文学や社会科学も、わたしたちの時空、わたしたちの
生活世界の奥行きと足場を作り出している。そうした営みが与える豊かさは、すぐに数値化できないものの効用を想像する力がなくては、理解できない。「大学出版会として書物を作る」というわたしたちの意志も、短期的な効用計算がますます幅をきかせ、隅々にまで浸食してきているこの世の中で だからこそそれとは違う時間の尺度で考え、それとは違う感受性 生きなくては、とい 反骨 志から発してい 。大学の とく 文化系の大学教育がいま置かれてい ある種の逆境 人文書出版の運命でもある。だから、本を作 作業 リズムは、つねにこ 危機にたつ大学 呼吸と重なってくる。東京外国語大学出版会は、日本の出版事業のなかでは芥子粒みたいな存在だが、 「態度」だけはでかい である。
いわさき・みのる
　
東京外国語大学出版会編集長
TUFS Press
 ???
??
  ?????
??
??
春の芽吹きとふくらむ期待感とともに、
新刊四点をお届けします。
まずは、
『画像史料論
―
世界史の読み
方』
（吉田ゆり子／八尾師誠／千葉敏之編）
。企画
から足かけ五年あまり、本学教員一八名による論考とエッセイを とめた、多彩で重層的な歴史へ誘う論集です。美しいカラー図版も満載。ぜひご覧ください。『大学のアラビア語
　
発音教室』
（
H
anan R
afik 
M
oham
ed
／吉田昌平著）
は、アラビア語の発音
と聞き取りの習得に特化したテキスト。およそ四年がか でつくりあげた待望の語学書で、発音の基礎から豊富 練習問題、さらにカイロ方言やアラブのことわざ、聖コーランまで、男女のネイティブ話者による実践的で充実のＤＶＤ付きです。
昨年春刊行の『大学のロシア語Ⅰ
　
基礎
力養成テキスト』 準拠する練習問題集『大学のロシア語
Ⅱ
　
実力が身につくワーク
ブック』
（前田和泉／イリーナ・ダフコワ著）
も、
日頃の教育・研究成果の賜物です。豊富で魅力的な例文や練習問題を通して、実践的なロシア語力を身につけることが きる教材。Ⅰ・Ⅱをセットで活用すればこわいものなしです。
本学出版会のロングセラー『英作文なんか
こわくない』の続編ができました！
　『英作
文なんかこわくないⅡ
　
連体修飾編』
（猪野真
理枝／佐野洋著、馬場彰監修）
です。前著では単
文を扱いましたが、本書は日本語の連体節を取り上げたいわば〝複文編〟です。より実践的な内容ですから、高校生や大学生にとどまらず、仕事 英語を使うビジネスパーソンにもおすすめ 。
以上の四点の新刊に加え、四月から五月
にかけて刊行予定の本が目白押しです。
本誌
64頁でご紹介したフランス在住の
カンボジア作家
チュット・カイの作品集
は、本学准教授の岡田知子先生による翻訳。すぐれた文 作品を翻訳紹介するシリーズ〈物語の島アジア〉第二弾として刊行します。
本学名誉教授でドイツ演劇の専門家、谷
川道子先生の『演劇の未来形』
は、ドイツ
と日本の演劇の歴史と現状をふまえた未来への、そしてこれから演劇の世界を担う若い人たちへのメッセージ。先生 ご病気と東日本大震災を乗り越えての刊行です。『世界文学としての村上春樹
（仮）
』
は、本
学と国内外の文学研究者による村上春樹論集。数多くの言語に翻訳されてい 文学が、各地でど よう 読まれ、どのように研究されているのか、その最前線の状況
をお伝えします。
ことし開所五〇周年を迎える本学アジ
ア・アフリカ言語文化研究所
（ＡＡ研）
から
は、
『山口昌男
　
人類学的思考の沃野
（仮）
』
が刊行予定。本書は、昨年三月に逝去された山口昌男先生の追悼論集で、追悼シンポジウム
（昨年六月開催）
の記録とともに、先生
と親交のあった方々による き下ろ の論考とエッセイ、単行本未収録の貴重な論考、スケッチや写真の数々、詳細な年譜・著作目録などを収めた、新旧の読者 向けた永久保存版です。
ＡＡ研開所五〇周年記念出版として編集
を進めているのは、
『人文学のフィールドサ
イエンス
（仮）
』。本書は、ＡＡ研の研究者
一七名によるフィールドワーク入門であり、学ぶことへの入門書として、大学生を中心とした若い読者にぜひ読んでいただきたい、いわばＡＡ研版〝知の技法〟 す。
どうぞご期待ください。さて、本学出版会も発足から五年半、よ
うやく、とっておきの、すぐれた企画が実りはじめました。いまだ未熟な出版部ではありますが、日頃の地道な出版活動を通じて、さらに新しい知的な刺激を提供してまいりたいと思います。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。
 
（出版会編集室）
